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認知行動療法における認知的変数の検討
Ta阯e8一般性セルフ・エフィカシー測定尺度の信頼性と妥当性を検討した研究
尺　度名　　　　著者（発行年）　　　　　　対　　象　｛数）　　　＝　信　　頼　　性　　　　妥　　当　　性
GSES　坂野・東條（・986〕　　大学生278名（M・8・，F・194〕1折半法再テスl　1併存的妥当性
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1γ＝・84耐・ト・831自己効力感テスト
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　lll；l1竺灘；：1；；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　皿＝・80　1技能　7＝・66　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　1灘緊藷已効力群
　　　　1轟石蕊「■■■’’’’一一二■■■■一1石万雇面二三示二i三；1■■■屏憂一1■蒜三r“11嘉漏憂凄■■■1’’I－11■’’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1γ＝・86t俳・891成人〉学生
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次のようにまとめることができる。
　不合理な信念はE1lis（1962）の理論を背景とし
て概念化され，不安や抑うつに関連する感晴や行
動に影響を及ぽす認知的変数としてとらえること
ができる。測定尺度としては，IBT，RBI，JIBT，
JIBT－20があげられるが，項目の信頼性，文化的
背景から考えると，・日本での使用においては，
JIBT，およびJIBT－20が望ましいと考えられる。
ま牟，不合理な信念に関連する代表的な臨床的技
法としては，合理情動療法を用いた訓練・再学習
による認知の変容があげられる。
　次に，自己陳述は，特定の状況において経験さ
れる即時的な認知であるととらえることができる。
自已陳述においては，ポジティブな陳述とネガテ
ィブな陳述のバランスが重要視されている。測定
尺度としては，Glassら（1982）によって開発され
た，SISSTがあげられる。この尺度は，異性対人
場面の陳述を測定する目的で作成されたが，社会
不安全般における遭用の可能佳が示唆されている。
臨床的技法としては，自己教示訓練や社会的スキ
ル訓練（主張訓練）によるネガティブな陳述の変
容が多く用いられる。
　また原因帰属はWeinerら（1971）の帰属理論，
およびSeligman（1975）の学習性無力感理論によ
って概念化されたもので，抑うっや無力感に関連
する認知的変数と’してとらえることができる。測
定尺度としては，ASQがあげられるが，場面や次
元の識別力に関して疑問視する報告も少なくない。
臨床的技法としては，毒帰属法が多く用いられて
いる。
　自動思考はBeckの理論によって概念化され，
抑うっ気分に関連した場面において，クライエン
トの中で自動的に生じる考え方である。また，自
已陳述と同様に，ネガティブな思考とポジティブ
な思考のバランスが，’うつ症状の予測や症状の改
善に関連している。測定尺度としては，ATQrRが
最も遭していると考えられる。また，自動思考の
変容に関する技法としては，セルフモニタリング
を用いた否定的な思考，歪んだ思考の変容が代表
的である。
　最後に，セルフ・エフィカシーは，Bandura（1977
b）の理論によって概念化され，行動の選択やパフ
ォーマンスに影響を与える認知的変数としてとら
えることができる。一般性次元を測定する尺度と
しては，GSESが望ましいと考えられる。臨床技法
としては，社会的スキル訓練（主張訓練）やモデ
リング法などによるセルフ・エフィカシーあ向上
があげられる。
　ところで，各変数とそれらを測定する方法につ
いては以上のようにまとめることができるが，臨
床的見地から各変数の変容を目的とした代表的な
介入法を見ると，個人が表出する反応や行動の変
容に重点を置いた技法と，認知そのものの変容に
重点を置いたものがあることがわかる。たとえば，
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自已陳述やセルフ・・エフィカシーの変容には，従
来の行動療法的アプローチを基本とした技法（主
張訓練，モデリング法など）が多く用いられる。
一方，不合理な信念や原因帰属の変容には，合理
情動療法，再帰属法などの，行動よりはむしろ個
人の特性的な認知の再検討に重点をおいたアプロ
ーチが採用されている。このよ’うに，変容の対象
となる認知的変数と介入方法との対応という点か
ら考えると，認知的変数としてあげられているも
のの中には，個人の特性としてとらえることがで
きるような認知（特性的認知）と，より反応に近
く状況に依存した認知（認知的反応）があると考
えることができる。
　一方，認知的変数間の関連性についての研究も
行われている。た’とえば，Bruch，Mattia，Heim－
berg，＆Ho1t（1993）は，自已陳述が自動思考や
原因帰属との間に中程度の相関を示すことを報告
し，これらの変数は，それぞれ独立したものとし
て考えるのではなく，刺激から反応に至るまでの
一連の処理機能における，ある一側面をとらえた
ものとして考えるこ．とが妥当である’ことを示唆し
ている。また，久保（1994）は，変数間の関連性
をより具体的に提示するために，社会不安に関連
する認知的変数のリニアモデル（Fig．．2）を構築
し，パス解析によるモデルの検証を試みている。
Hg．2社会不安に関する認知的変数の関連（久保，1994）
1996年
その結果，「不合理な信念→一般性セルフ・エフィ
カシー，自己意識，セルフ・エスティーム→自已
陳述→社会不安」という過程で社会不安の表出を
理解することが妥当であると指摘している。この
ように考えると，認知的変数を適切に・理解するた
めには，特性一反応次元に着目するのみならず，
特性的な認知から反応的な認知への規定関係を考
慮する必要があると思われる。したがって，たと
えば坂野（1995）が，スモールステップにより成
功体験を重ねることよってセルフ・エフィカシー
の向上を図るとともに，帰属の型を変容し，自ら
の行動の成りゆきを合理的，客観的に判断するこ
とを学習させていくことが重要であると指摘して
いるように，認知行動療法の治療過程においては，
ある特定の認知変数のみに焦点をあてて変容させ
るのではなく，いくつかの変数に対して，それら
の関連性や影響性を考慮しながら同時に介入して
いくことが重要性であると考えられる。
　以上のようなことから，約20年間の歴史によっ
て体系化された認知行動療法における今後の課題
としては，先行研究によって概念化された認知的
変数についての．関連性や，規定関係をさらに明ら
かにし，その相互作用のメカ三ズムを明らかにし
ていくこと，また，患者が直面する問題や症状の
差異によって，どのような認知的変数にどのよう
な次元から介入することが効果的であるかを再検
討するとともに，いくつかの変数の関連を考慮し
ながら包括的な介入を行っていくことのできる治
療パッケージの開発などの点が残されていると考
えられる。
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